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❤ 日 時 7 月 2日（日）14:00～15:30 

❤ 会 場 くらら会議室 

❤ 申込み締切 6月 25日（日） 

  
 

とちぎ市民活動推進センターくらら 
 

●休 館 日  

水曜日・年末年始 

●開館時間   

月～土 10:00～21:00 

日・祝 10:00～17:00 

とちぎ市民活動推進センター情報紙      2017年 6月 Vol.140 

 

 

〒328-0043  栃木市境町１９番３号駅前庁舎１F 
Tel 0282-20-7131 Fax0282-20-7132 
E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.j p  
URL http://www.kurara-tochigi.org 

 
 

 
 

◆日 時 ６月２３日（金）  

14:00～16:00 

◆会 場 栃木市国府公民館 

高齢者福祉施設の職員さんと、施設に出向いてボランティア

活動を行っている個人・団体の皆さんとの情報交換の場をつく

ります。どなたも、ふるってご参加ください！ 

高齢者の社会参加・介護予防・生活支援など、地域包括ケアを実現していくための地域支援事業。 

学校と地域をつなぐ、とちぎ未来アシストネット事業と新たに導入されるコミュニティスクール。 

福祉と教育における身近な取り組みを例に、これからの地域に求められる協働について考えます。 
 【取組紹介】 

・栃木市地域包括ケア推進課長 首長 正博 氏 

・栃木市教育委員会教育総務課長補佐 木村 信孝 氏 

・栃木市社会教育委員 野村 馨子 氏 

【モデレーター】 

くらら副センター長 大波龍郷 
 

5月 27日（土）、栃木市国府公民館で、くらら利用者協議会主催の 

全体会議が開催されました。（出席 198団体（含委任状）／264 団体中） 

昨年度の活動報告、今年度の活動計画の議事終了後、新役員の承認、 

旧役員の挨拶。旧役員の皆様、2年間お疲れさまでした。 

次に、活動紹介タイム。①Team とち介っ人 ②栃木駅掃除の会 ③とちぎ

雛まつり実行委員会 ④地域未来活性化プロジェクト ⑤SunSun にじのわ 

カンパニー ⑥蔵の街花火大会実行委員会 ⑦「吾一からくり時計」設置実行

委員会 ⑧とちぎ協働まつり 2017⑨太平山麓九条の会 ⑩ドナルド・マクド

ナルド・ハウスとちぎの皆さんが、それぞれの活動について思いのこもった 

発表で盛り上がりました。新会長挨拶と新役員紹介は次号をお楽しみに！ 

 

くらら市民活動推進講座 
 

■日 時 7 月 17 日（月・祝） 

13:30～16:00 

■会 場 栃木市大平公民館  

大平で 

いろんな人と 

つながりませんか？ 

当日参加 

大歓迎！ 



報告   

つがの里「ハスまつり」マルシェ 

🍞日 時 7/8（土）・9（日）10:00～15:00 

🍞会 場 つがの里（都賀町臼久保 325） 

イベント・出店募集中！ 

申込み・問合せ 090-8116-1131（石本） 

   

 

 

 

 

第 241 回 5 月 9 日（火）19:00～20:00 根津初子さん、日向野初江さん、大川秀子さん 

『アメリカ・歌麿ツアーレポート』 

 

第 242 回 5 月 19 日（金）19:00～20:00 塚田昭夫さん 

『アルミ缶で飛行機の歴史を綴る』 

今回の「話そ！」は、喜多川歌麿の肉筆大作 3部作が、明治 12 年に栃木市の 

定願寺で披露されて以来、138 年ぶりに揃って展示されるという歴史的瞬間に 

立ち会うため、アメリカツアーに参加したみなさんによるフォト報告会でした。 

一般公開を前に、特別にフラッシュなしでの撮影が許可されたという雪月花の 

貴重な写真をはじめ、広大なワシントンD.C.の美術館・博物館群や、リンカーン記念堂、全米桜祭りの 

パレードなど、見どころ満載。予約なしで飛び込んだレストランでのスタッフ 

の対応がとても良かったり、和服を持参して食事会に出席したり、以前住んで 

いた家を訪ねてご近所さんと数十年ぶりの再会を果たしたりと、アメリカ 

の旅を満喫したエピソードをたっぷり語ってくださいました。 

 

◆日 時 ６月 17 日（土）13:30～16:00 

◆場 所 大平公民館（大平町蔵井 2001-3） 

２階第１・２会議室 

◆参加費 無料 ※どなたでも参加できます 

◆問合せ ☎0282-43-2441（若菜） 

くららで話そ！  これからの予定 

■6 月 9 日（金）19:00～20:00 小林宙さん 

 『年金のウソ・ホント』 

■6 月 19 日（月）18:30～20:00 シュガータウンさん 

             『シュガータウンの音楽図鑑 vol.5 村上春樹をめぐる冒険-No Music, No Haruki-』 

■7 月 9 日（日）14:00～15:00 平子めぐみさん（くららアルバイトスタッフ） 

    『大学生活と栃木市』 

■7 月 20 日（木）16:00～18:00 渡良瀬ガイドクラブ（岡崎さん、木村さん、有川さん） 

          『魅力いっぱいの遊水池を、私たちが案内しています！』 

 

 

 

どなたでも参加できます。興味のある回から、お気軽に「ちょこっと」のぞいてみませんか？ 

★日 時 6 月 25 日（日）14:00～16:00 

★場 所 大平歴史民俗資料館 戸長屋敷 

～ビール麦の父・田村律之助生誕 150 年記念企画展～ 

【田村律之助と麦のある暮らし】6/10～8/27 

★期間中、麦を使ったお菓子作りやわら細工体験、 

バイオリンコンサート等開催します。 

詳細は下記へお問い合わせください。  

問合せ ☎0282-43-8686（大平町歴史民俗資料館） 

第 3 コミュニティの文化祭でひときわ目を引いていた飛行機模型の制作者、塚田昭夫さんに 

ご登場願いました。この日はリリエンタールの翼型グライダーから、ライトフライヤー号、 

グラマン機、旧日本海軍の赤トンボなど 10機を超す模型を展示して、その飛行機にまつわる 

歴史エピソードと、制作過程の工夫を詳しくお話ししてくださいました。 

きっかけは 20 年ほど前に、アルミ缶を使った折り紙式の簡単な飛行機模型を見た 

こと。「時計屋だった父の血を引いたのか、子どものころから細かい手作業が得意だった。 

これなら自分にもできそうだ。」と作るうち、どんどん精密になっていったそうです。 

同一銘柄の缶で統一し、柄も左右対称なのでじつに美しい！細かい部分もプルタブや 

鉛筆用のキャップ、どんぐりなどを活用してみごとに再現されています。 

「時につれて飛行機は戦争の道具にされてしまうので、黎明期のほうが、作っていても 

歴史を調べていても楽しい。」とおっしゃっていたのが印象的です。 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 

 

 

▼日 時 6 月 24 日（土） 

第 1 部 13:00～ 

第 2 部 15:45～ 

▼場 所 栃木市栃木文化会館 小ホール 

▼チケット 前売 1,100円 当日 1,300円 

      高校生以下800 円（当日前売共通） 

▼プレイガイド 市内 5文化会館 

▼問合せ ☎090-4946-7300（板橋） 

 

橋本治 田辺聖子 瀬戸内寂聴 与謝野晶子 

異なる作家による源氏物語の現代語訳を、 

5 名のメンバーが朗読します。 

📖日 時 6 月 25 日（日）14:00 開演 

📖場 所 栃木図書館 2階会議室（旭町 12-2） 

📖参加費 無料 

📖申込み ☎0282-22-3542 FAX22-1874 

             （栃木市栃木図書館） 

♬日 程 8/10（木）・15（火）～21（月） 

♬対 象 小学生 1 年～6 年生 

     中学生 1 年～2 年生 

♬場 所 家中小学校・シェアスペースぽたり 
※詳細はお問い合わせください  

♬申込み ☎0282-22-4885（馬場） 

 

文化庁 伝統文化親子教室事業 
 

 

🌼日 時 7 月 16 日（日）13:30 開演 

🌼場 所 都賀町文化会館（都賀町原宿 573） 

🌼参加費 500 円（当日集金）／高校生以下無料 

🌼問合せ ☎＆FAX0282-82-7133（山上） 

おおひら男女共同参画のつどい 

考えよう子どもの人権 
～今なぜ「子どもの貧困」なの～ 

講話 横山幸子氏（弁護士） 

手話通訳
あり 

●日 時 7 月 9 日（日）13:30～15:30 

●場 所 栃木文化会館 1F 大会議室（旭町 12-16） 

●講 師 服部 有（弁護士） 

●参加費 無料 どなたでも参加できます。 

●問合せ ☎0282-21-7263（大塚） 

＜共謀罪＞はやっぱりダメ！ 

憲法茶話会第 2弾 

“とちぎ夢ファーレ”助成事業 

☆★☆インフォメーション☆★☆ 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そう！ 
お茶しよう！ 

報告 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そう！ 
お茶しよう！ 

報告 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そう！ 
お茶しよう！ 

報告 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そう！ 
お茶しよう！ 

報告 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そう！ 
お茶しよう！ 

報告 
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※くららは、指定管理者として特定非営利活動法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

くらら利用者協議会全体会議無事終了しました。出席団体の皆様、お疲れさまでした。新役員も承認され、今後とも 

どうぞよろしくお願い致します5 月は、『歌麿夢芝居～恋しや恋し母子草～』を始め、『映画祭』『クラモノ。』『そらのこ』 

などなど…、市民主催のイベントが盛り沢山でしたが、皆さん楽しみましたか？関係者の皆さま、お疲れさまでした6 月 

『巴波川あかりイベント』も楽しみですね♪暑かったり寒かったり、気候不順の折、皆様くれぐれもご自愛くださいね 
 
 
 

 
くららの駐車場は 10 台程度。 

乗りあわせでお願い致します。 

 

 

 
くらら情報紙は毎月１日発行です。 

下記のところに置いてあります。 
 
栃木市役所・各総合支所・各公民館・各図書館・各文化会館・ 
蔵の街美術館・各商工会（議所）・各児童館・各老人福祉センター・市民
会館・山車会館・蔵の街観光館・保健福祉センター・勤労者総合福祉セ
ンター・地域子育て支援センター・ファミリーサポートセンター・シルバ
ー大学校・総合体育館・プラッツおおひら・ゆうゆうプラザ・隣保館・
遊楽々館・こなら館・県内市民活動センター・近隣のボランティアセン
ター・市内協力店・くららカウンター 
 
「登録団体からのお知らせ」（講座・イベント情報など） 
「くららレポート」（団体の活動紹介） 

↑原稿をお待ちしています！ 
※くららホームページから情報紙の印刷もできます。 

URL http://www.kurara-tochigi.org 
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お披露目式   

 平成 29 年 3 月 25日（土）栃木駅構内 観光案内所前にて、鈴木栃木市長はじめ市役所・市議会・ 

業者選定委員会関係者出席のもと、「吾一からくり時計」のお披露目式が行われました。 
 

これまでの経緯 

 今から６年前、栃木市の表玄関栃木駅に、「栃木らしいもの」「栃木ならではのもの」がほしいと願う 

市民有志が、「吾一からくり時計設置実行委員会」を設立しました。以来、署名・募金活動、小物・野菜・

加工品販売などをして資金を集め、総額 1,160万円を栃木市へ寄付、「吾一からくり時計」の設置を申し

入れました。その意を汲んだ栃木市が、これに 1,000 万円を加え、平成 28 年度栃木市の事業として 

予算化、平成 29 年３月に、めでたく設置の運びとなりました。  

からくり時計のしくみ 

 このからくり時計は、栃木駅構内の「観光案内所」窓口上部に置かれ、時間になると、蔵の町並みを 

舞台に、丁稚姿の吾一が現れ、蔵の町栃木を案内します。なお、間合いには、同案内所正面左側のタッチ

パネルで、市内観光の情報を得たり、「吾一市民合唱団」の歌声を聴いたりすることができます。 

（作動時間は、8:00～16:00 平日は２時間ごと、土日祝日は１時間ごと） 
 

ねらいとするもの 

 このからくり時計には、次の３つの役目があります。 

１．それ自体が観光名所であるばかりでなく、観光案内の機能も持つものとして 

２．栃木市出身の文豪山本有三を顕彰する記念碑として 

３．山本有三作「路傍の石」の中の一節「たった一人しかない自分を、たった一度しかない一生を、  

  本当に生かさなかったら、人間生まれてきたかいがないじゃないか」の名言を伝えるものとして 

 

 

「吾一からくり時計」が、時を刻み始めました！ 


